
■令和元年度業務実績評価の修正一覧

○主な修正項目
項目
番号 項目名 位置 前回時点（７月８日） 修正後 説明

表紙

○高く
評価
すべき
事項
・３つ目

研究開発については、今後の成長
が期待される重点技術分野の研究
開発を進めることで、共同研究等
への発展といった成果を出してい
る。また、都産技研の総合力を生
かした「協創的研究開発」を実施
するなど、研究開発力の強化に向
けた取組を行っており高く評価で
きる。

研究開発については、重点技術分
野の研究開発を進めることで、共
同研究等への発展といった成果を
出している。
また、都産技研の総合力を生かし
た「協創的研究開発」の実施に加
え、外部資金導入研究の採択件数
が大幅に増加しており高く評価で
きる。

表現の見直し
(Ｓ評価項目を特だし)

表紙

○高く
評価
すべき
事項
・４つ目

技術支援については、技術相談、
依頼試験、機器利用ともに目標値
を上回る実績を達成している。ま
た、ブランド試験の技術分野の拡
大により質的な向上に加え、各セ
クターの特色を生かし、中小企業
のニーズに即したきめ細かな支援
を展開しており評価できる。

技術支援については、技術相談、
依頼試験、機器利用いずれも高水
準の実績を達成している。また、
特に、３Ｄものづくりセクターで
は過去最高の利用実績を達成して
おり評価できる。

修正
表現の見直し
(Ｓ評価項目を特だし)

表紙

○改善・充
実

を求める
事項
・１つ目

外部資金導入研究の採択数が増加
するなど、都産技研職員の研究開
発力は向上しており、こうした成
果を中小企業の製品化に結実させ
ることが望まれる。あわせて、さ
らなる利用者の獲得に向けて、情
報発信力の強化を期待する。

今後、中小企業の製品化・事業化
支援に一層取り組むとともに、新
型コロナウイルス感染症の状況を
踏まえ、非接触等新しいニーズに
対応した支援の実施が望まれる。

製品化支援への取組に加
え新しいニーズへの対応
を追記。代わりに情報発
信は削除

全体

資料１－１



項目
番号

項目名 位置 前回時点（７月８日） 修正後 説明

表紙 評語
中期計画の達成に向け、業務全体が優れた進捗状況にあ
る。

中期計画の達成に向け、『優れた業務の進捗状況にあ
る』。

都産技研の評価基準に表現合わせ

表紙
○高く評価
すべき事項
・３つ目

研究開発については、今後の成長が期待される重点技術分
野の研究開発を進めることで、共同研究等への発展といっ
た成果を出している。また、都産技研の総合力を生かした
「協創的研究開発」を実施するなど、研究開発力の強化に
向けた取組を行っており高く評価できる。

研究開発については、重点技術分野の研究開発を進めるこ
とで、共同研究等への発展といった成果を出している。
また、都産技研の総合力を生かした「協創的研究開発」の
実施に加え、外部資金導入研究の採択件数が大幅に増加し
ており高く評価できる。

表現の見直し（Ｓ評価項目を特だし）

表紙
○高く評価
すべき事項
・４つ目

技術支援については、技術相談、依頼試験、機器利用とも
に目標値を上回る実績を達成している。また、ブランド試
験の技術分野の拡大により質的な向上に加え、各セクター
の特色を生かし、中小企業のニーズに即したきめ細かな支
援を展開しており評価できる。

技術支援については、技術相談、依頼試験、機器利用いず
れも高水準の実績を達成している。また、特に、３Ｄもの
づくりセクターでは過去最高の利用実績を達成しており評
価できる。

修正
表現の見直し（Ｓ評価項目を特だし）

表紙
○改善・充実
を求める事項
・１つ目

外部資金導入研究の採択数が増加するなど、都産技研職員
の研究開発力は向上しており、こうした成果を中小企業の
製品化に結実させることが望まれる。あわせて、さらなる
利用者の獲得に向けて、情報発信力の強化を期待する。

今後、中小企業の製品化・事業化支援に一層取り組むとと
もに、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、非接触
等新しいニーズに対応した支援の実施が望まれる。

製品化支援への取組に加え新しいニーズ
への対応を追記。代わりに情報発信は削
除

１　総評
１枚目
・１つ目

中期計画の達成に向け、業務全体が優れた進捗状況にあ
る。

中期計画の達成に向け、『優れた業務の進捗状況にあ
る』。

都産技研の評価基準に表現合わせ

１　総評
１枚目
・５つ目

技術相談、依頼試験、機器利用などの技術支援について
は、いずれも目標値を上回る実績を達成している。また、
ブランド試験の技術分野を拡大するなど、～

技術相談、依頼試験、機器利用などの技術支援について
は、いずれも高水準の実績を達成している。また、ブラン
ド試験を実施するなど、～

修正

１　総評
２枚目
・４つ目

～その研究成果が事業化・製品化につながることを期待す
る。

～その研究成果が製品化・事業化につながることを期待す
る。

修正

２　研究開発～
（２）中小企業の～

１枚目
・２つ目

依頼試験については、都産技研ならではの特色あるブラン
ド試験を拡充し、～

依頼試験については、都産技研ならではの特色あるブラン
ド試験を実施し、～

修正

２　研究開発～
（２）中小企業の～

１枚目
・３つ目

このうち、製品化・事業化の実績が８件、特許等の登録が
９件と着実に成果も表れている。また、～

また、製品化・事業化の実績が８件、特許等の登録が９件
と着実に成果も表れている。さらに、～

修正

２　研究開発～
（２）中小企業の～

２枚目
・４つ目

バンコク支所では新たにオンラインＷｅｂセミナーを開催
しており、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点か
ら、～

バンコク支所では新たにオンラインウェブセミナーを開催
しており、利用者の利便性向上等の観点から、～

表現の統一及び修正

２　研究開発～
（３）多様な主体による～

１枚目
・３つ目

４回目の開催となる「東京イノベーションハブ」では～
４回目の開催となる「東京イノベーション発信交流会」で
は～

修正

２　研究開発～
（６）法人の組織体制～

１枚目
・２つ目

～、コンプライアンス遵守に向けた取組を強く期待する。
～、コンプライアンスの推進に向けた取組を強く期待す
る。

より積極的な表現に修正

全体



２　研究開発～
（６）法人の組織体制～

１枚目
・４つ目

新型コロナウイルスを契機として、非対面による支援の必
要性が増していることから、今後も前例にとらわれず、Ｉ
ＣＴ技術を活用した支援の検討が望まれる。

新型コロナウイルス感染症を契機として、非対面による支
援の必要性が増していることから、今後も前例にとらわれ
ず、ＩＣＴ技術を活用した支援の検討が望まれる。

修正

1 基盤研究 ■２つ目 前年度から～ 昨年度から～ 表現の統一

3 外部資金導入研究・調査 ■２つ目
外部資金導入研究から着実に製品化につなげるとともに、
外部から表彰されるといった実績を上げている。

外部資金導入研究から着実に製品化につなげている。 謝り：表彰されたのは2018年度

6 技術相談 ⇒以降 産技研の支援の入口として～ 都産技研の支援の入口として～ 修正

9 ３Dものづくりセクター ■１つ目 ～工夫を図ることで、ものづくりセクターとして～ ～工夫を図ることで、３Ｄものづくりセクターとして～ 修正

14 実証試験セクター ■１つ目
利用実績は中期目標計画値を上回る高水準を維持してい
る。

利用実績は中期計画目標値を上回る高水準を維持してい
る。

修正

16 技術審査 ■１つ目
技術審査件数について、都から新たに５事業を受託するな
ど、前年度に引き続き～

技術審査件数について、東京都から新たに５事業を受託す
るなど、昨年度に引き続き～

修正及び表現の統一

■１つ目
中期計画目標値を超える依頼試験の利用実績を達成してい
る。

中期計画目標値を超える国際規格対応依頼試験の利用実績
を達成している。

修正

■２つ目
～ウェブブックとして公開したことやＷＥＢ会議システム
を～

～ウェブブックとして公開したことやウェブ会議システム
を～

表現の統一

■１つ目 ～成約につなげるなど、産学公連携の取組を～ ～成約につなげるなど、産学公金連携の取組を～ 修正

■２つ目 東京都立大学や金融機関など～ 首都大学東京（現東京都立大学）や金融機関など～
東京都立大学となったのは令和２年度か
ら

⇒以降
～、中小企業の円滑な製品開発・事業化を支援することを
望む。

～、中小企業の円滑な製品化・事業化を支援することを望
む。

修正

21 情報発信・情報提供 ■２つ目
前年度の出展効果を検証し、効果の高いと推測される展示
会に出展することで、具体的な商談へ発展させている。

昨年度の出展効果を検証し、効果の高いと推測される展示
会に出展することで、中小企業の具体的な商談へ発展させ
ている。

表現の統一及び修正

17 海外展開技術支援

全体

18 産学公金連携による支援


